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一般会計における歳入と歳出の構成比

民生費
21.2%

公債費
17.4%

総務費
14.9%

農林業費
13.2%

衛生費
10.1%

教育費
8.7%

土木費
7.1%

消防費
3.8%

その他
3.6%

歳出
（目的別）

民生費
141,784円
高齢者・児童の福祉など

公債費
116,095円
借入金の返済

円

農林業費
88,230円

農業・畜産の振興など

衛生費
67,319円

保健衛生・ゴミの収集など

教育費
57,821円
学校・公民館の運営など

土木費
47,396円

道路・河川の整備など

消防費
25,604円

火災・災害の対応など

その他
23,891円
議会・観光振興など

町民１人当たりの予算 667,814円
こんなふうに使われます　　

一般会計
●平成24年４月１日 現在　　人口　12,773人

総務費
99,674

地域振興・庁舎管理など

分担金及び
負担金 0.4%

使用料及び
手数料 1.4%
繰入金 4.0%

繰越金 1.2%

地方交付税
52.2%

地方譲与税
2.1%

地方消費税
交付金 1.3%

国庫支出金
4.3%

県支出金
9.7%

町債
8.2%

その他の交付金
0.5%

町税
13.4%

その他 1.3%

方交 税

出金
%

歳入

自主財源
21.7%

依存財源
78.3%
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集
平
成
24
年
度

当
初
予
算
が

決
ま
り
ま
し
た

　

平
成
24
年
度
の
予
算
案
が
平
成
24
年
第
２
回
吉
備
中
央
町
議
会
定

例
会
（
３
月
）
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
24
年
度
の
一
般
会
計
予
算
は
、
85
億
３
、
０
０
０
万
円
と
な

り
ま
し
た
。
平
成
26
年
４
月
開
校
に
向
け
た
新
設
中
学
校
の
整
備
費

の
予
算
化
な
ど
に
よ
り
、
前
年
度
に
比
べ
て
２
億
円
（
２
・
４
％
）

の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
は
、
町
税
が
前
年
度
当
初
比
４
・
５
％
増
の
11
億
４
、
０
２

２
万
円
、
地
方
交
付
税
が
０
・
５
％
増
の
44
億
５
、
０
０
０
万
円
、

県
支
出
金
が
、
２
・
３
％
増
の
８
億
２
、
６
１
７
万
円
な
ど
で
す
。

　

歳
出
の
主
な
事
業
は
、
子
ど
も
手
当
支
給
事
業
１
億
５
、
９
４
５

万
円
、
公
営
住
宅
建
設
事
業
１
億
１
、
２
１
１
万
円
、
新
設
中
学
校

整
備
事
業
９
、
０
８
４
万
円
、
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
交
付
金
制

度
２
億
９
、
５
１
０
万
円
な
ど
で
す
。

　

本
年
度
か
ら
吉
備
中
央
町
総
合
計
画
の
後
期
５
ヵ
年
計
画
が
始
ま

り
ま
し
た
。
依
然
と
し
て
、
依
存
財
源
の
占
め
る
割
合
が
大
き
く
、

厳
し
い
財
政
状
況
に
あ
る
中
、
平
成
24
年
度
も
限
ら
れ
た
予
算
で
は

あ
り
ま
す
が
、
費
用
対
効
果
、
コ
ス
ト
の
削
減
な
ど
、
効
率
的
な
事

業
運
営
を
行
い
な
が
ら
、
基
本
計
画
の
目
標
で
あ
る
、
農
業
立
町
、

定
住
促
進
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
柱
に
各
種
の
施
策
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

特

一般会計
63.7%

事業会計
27.9%

企業会計等
8.4% 当

初
予
算
の
内
訳

町
税
の
推
移

108,000

110,000

112,000

114,000

116,000

118,000

120,000

122,000

124,000

126,000

H20 H21 H22 H23 H24

※Ｈ23は決算見込額
※Ｈ24は予算額

万円

事業会計	 37億3,175万円
	 （前年度当初比　＋7.1％）

国民健康保険特別会計	 16億2,571万円
介護保険特別会計	 18億9,580万円
後期高齢者医療特別会計	 １億5,843万円
育英資金特別会計	 3,404万円
診療所特別会計	 1,670万円
住宅新築資金等貸付事業特別会計	 107万円

企業会計等	 11億2,462万円
	 （前年度当初比　＋1.8％）

簡易水道特別会計	 ５億1,241万円
下水道特別会計	 １億1,237万円
農業集落排水事業特別会計	 １億5,347万円
上水道特別会計	 ３億4,637万円

一般会計　85億3,000万円 （前年度当初比　＋2.4％）

合  計　133億8,637万円（前年度当初比　＋3.6％）

歳
入
用
語
解
説

町　　　税：町民税や固定資産税など町に納められた税金
分担金及び負担金：幼稚園の保育料などの収入
使用料及び手�数料：町営住宅の家賃や、住民票など証明書

の発行手数料などの収入
繰　入　金：他の会計から繰り入れられた収入
繰　越　金：前年度から繰り越された収入
地方交付税：�町の財政状況などに応じて国から配分された

収入

地方譲与税：�本格的な税源移譲を行うまでの間の措置とし
て、所得税の一部について国から交付される
収入

地方消費税交�付金：県税である地方消費税のうち一定の割
合で町に交付される収入

国庫支出金：特定の目的のために国から交付される収入
県 支 出 金：特定の目的のために県から交付される収入
町　　　債：�公共事業を行うための財源として借り入れた

収入



「22世紀の理想郷」 づくりをめざして
～平成24年度の主な  事業を紹介します～

ふ　る　さ　と
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　町が認定した道路の草刈りを集落で行った
場合に補助します。
� 1,000万円

　自治組織に対し、運営補助金を交付し、活
動を支援します。
� 2,550万円

　新設中学校に関連する道路、橋梁の拡幅な
どの改良工事をします。
� 3,780万円

　電気自動車普及にあわせて吉備高原都市内
に電気自動車急速充電器を設置します。
� 473万円

　満15歳までの医療費の自己負担を無料にし
ます。
� 4,356万円

小児等医療費補助事業
　新設中学校の整備に必要な土地、建物の取
得および改修をします。
� 9,084万円

新設中学校整備事業（新規）

　協定農用地を守るための活動に対し、支援
します。
� 2億9,510万円

中山間地域等直接支払交付金制度

　自主防災組織を組織し、災害時の防災用品
の備蓄や避難訓練などを行う団体に助成しま
す。
� 200万円

　ＵＩターン者、新規就業者、住宅取得者等
に対し、一定額の奨励金を交付します。
� 806万円

自主防災組織防災活動支援事業（新規）

定住促進事業

　乳児・妊産婦が健康診査を受ける場合に、
受診券を発行し受診医療費の一部を助成しま
す。� 780万円

乳児・妊産婦健康診査事業

　子宮頸がんなどの予防接種や胃・大腸・肺
がん検診など健康診査事業を行います。
�  2,094万円

予防接種、がん検診等事業
　小・中学校に、外国語指導助手を配置します。
�  1,142万円

外国青年招致事業

　集落営農組織が、農業用機械を共同購入す
る場合、その経費の一部を助成します。
� 385万円

地域力結集！集落営農育成事業（新規）

　日本脳炎、麻しん風しん、三種混合などの
予防接種を実施します。
�  2,388万円

予防接種事業

　加茂市場の町営住宅団地に、公営住宅４戸
を建設します。
� 1億1,211万円

公営住宅建設事業

　障害児を育てる保護者の方を支援するた
め、育児相談などを行います。（委託事業）
�  236万円

発達障害児等子育て強化事業（新規）

　小学生の児童を、放課後に預かる団体を支
援します。（４カ所）
� 1,069万円

学童地域支援事業
　かもがわ図書館とロマン高原かよう図書館
の運営を計画的に充実します。
� 1,377万円

図書館運営事業（新規）

　イノシシの皮等を利用した、特産品の開発
およびＰＲ事業を支援します。
� 200万円

特産品開発及びPR事業（新規）

　町内の建設業者を活用して、住宅の改修を
した場合、その経費の一部を補助します。
� 300万円

住宅リフォーム補助事業（新規）

道路維持費補助事業（新規）

自治組織運営補助事業

新設中学校関連道路改良事業（新規）

電気自動車急速充電器設置事業（新規）

快適で安全な理想郷づくり

いきいきと協働する理想郷づくり

やさしさと希望あふれる理想郷づくり豊かな心を育む理想郷づくり

活力と魅力あふれる理想郷づくり

ふ る さ と

ふ る さ と

ふ る さ とふ る さ と

ふ る さ と
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３
月
16
日
、
新
た
に
農
業
に

従
事
し
、
今
後
地
域
の
原
動
力

と
な
り
、
担
い
手
と
し
て
活
躍

が
期
待
さ
れ
る
次
の
方
々
に
、

重
森
町
長
及
び
岡
山
農
業
普
及

指
導
セ
ン
タ
ー
井い

内う
ち

総
括
参
事

か
ら
、
就
農
奨
励
金
と
激
励
の

言
葉
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
対
象
と
な
っ
た
三み

瀬せ

長な
が

徳の
り

さ
ん
（
32
歳
：
下
土
井
）、

河か
わ

上か
み

玲れ

央お

さ
ん（
26
歳
：
豊
野
）、

河か
わ

内う
ち

亮り
ょ
う

平へ
い

さ
ん
（
20
歳
：
吉
川
）
の
３
名
は
、
い
ず
れ
も
後

継
ぎ
で
、
水
稲
栽
培
の
三
瀬
さ
ん
は
「
栽
培
方
法
を
し
っ
か

り
学
び
な
が
ら
、
今
ま
で
培
っ
て
き
た
経
験
を
生
か
し
て
、

吉
備
中
央
町
の
米
を
全
国
に
広
め
た
い
」。
水
稲
・
ブ
ル
ー

ベ
リ
ー
・
野
菜
栽
培
の
河
上
さ
ん
は
「
栽
培
技
術
を
磨
い
て

販
路
を
拡
大
し
、
農
業
で
独
立
し
た
い
。
ま
た
、
野
菜
ソ
ム

リ
エ
の
資
格
を
生
か
し
て
、
珍
し
い
野
菜
の
生
産
に
も
取
り

　

３
月
８
日
、
豊
野
老
人
憩

い
の
家
（
豊
野
）
で
、
豊
野

老
人
ク
ラ
ブ
と
豊
野
小
学
校

１
年
生
児
童
が
「
ひ
な
祭

り
」
を
楽
し
み
ま
し
た
。
豊

野
老
人
ク
ラ
ブ
と
豊
野
小
学

校
は
、
伝
統
行
事
の
継
承
や

通
学
時
の
見
守
り
な
ど
を
通

し
て
交
流
し
て
お
り
、
今
年

で
３
回
目
と
な
る
「
ひ
な
祭

り
」
に
は
、
約
30
名
が
参
加

し
ま
し
た
。
み
ん
な
で
「
う
れ
し
い
ひ
な
祭
り
」
や
「
ど
こ

か
で
春
が
」
な
ど
を
歌
っ
た
後
、
飾
ら
れ
た
ひ
な
人
形
を
見

た
り
、
お
話
を
し
た
り
し
ま
し
た
。
ま
た
、
老
人
ク
ラ
ブ
か

ら
手
作
り
の
ひ
な
人
形
と
お
手
玉
が
贈
ら

れ
る
と
、
一
緒
に
お
手
玉
を
し
て
楽
し
み

ま
し
た
。
最
後
に
、
児
童
た
ち
か
ら
お
礼

の
手
紙
が
手
渡
さ
れ
る
と
、
ク
ラ
ブ
の
み

な
さ
ん
は
と
て
も
う
れ
し
そ
う
に
微
笑
ん

で
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

３
月
２
日
、
吉
備
高
原
学
園
高
等

学
校
で
卒
業
式
が
執
り
行
わ
れ
、
卒

業
生
92
名
が
期
待
と
希
望
を
胸
に
、

新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

　

有あ
り

吉よ
し

校
長
が
、
一
人
ひ
と
り
に
卒

業
証
書
を
手
渡
し
「
常
に
感
謝
の
気

持
ち
を
忘
れ
ず
、
個
性
の
開
花
を
目

指
し
て
く
だ
さ
い
。
巣
立
っ
て
い
く

卒
業
生
一
人
ひ
と
り
の
健
康
と
幸
せ
を
祈
っ
て
い
ま
す
」
と

式
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
卒
業
生
代
表
の
髙こ

う

野の

迪ふ
み

香か

さ
ん

が
「
先
輩
方
が
築
か
れ
た
伝
統
を
守
る
た
め
、
私
た
ち
も
こ

の
３
年
間
懸
命
に
過
ご
し
て
き
ま
し
た
。
今
ま
で
支
え
て
く

だ
さ
っ
た
先
生
方
、
家
族
、
仲
間
、
こ
こ
で
出
会
っ
た
す
べ

て
の
人
へ
感
謝
し
て
い
ま
す
」
と
お
礼
の
言
葉
を
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。

　

最
後
に
、
全
員
で
校
歌
を
斉
唱
。
卒
業
生
は
大
き
な
拍
手

に
送
ら
れ
退
場
し
、
恩
師
や
友
人
と
の
別
れ
を
惜
し
ん
で
い

ま
し
た
。

　

同
校
は
平
成
３
年
４
月
に
開
校
し
、
卒
業
式
は
19
回
目
。

本
年
度
の
卒
業
生
は
、
約
８
割
が
進
学
、
約
２
割
が
就
職
な

ど
の
新
た
な
道
に
進
み
ま
し

た
。 国

際
理
解
の
１
日

吉
備
高
原
学
園
高
等
学
校
卒
業
式

ひ
な
祭
り
で
交
流
！

新
規
就
農
者
を
激
励

満
百
歳
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

２
月
22
日
、
ロ
マ
ン
高

原
か
よ
う
総
合
会
館
で
、

吉
備
中
央
町
国
際
化
推
進

協
会
主
催
に
よ
る
国
際
理

解
講
座
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

青
年
海
外
協
力
隊
と
し

て
ア
フ
リ
カ
の
イ
ン
ド
洋

に
浮
か
ぶ
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル

島
で
、
２
年
間
、
主
に
保

健
指
導
な
ど
に
あ
た
っ
た

岡お
か

崎ざ
き

有ゆ
う

香か

先
生
に
現
地
の

映
像
を
交
え
て
「
国
際
協
力
の
は
じ
め
の
は
じ
め
」
と
題
し

て
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
は
日
本
の
１
・
５
倍
、
世
界
第
４
位
の
大

き
さ
を
持
つ
島
国
で
、
米
の
１
人
当
た
り
の
消
費
量
が
世
界

一
で
あ
り
、
ま
た
、
世
界
の
バ
ニ
ラ
（
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
な

ど
に
使
用
さ
れ
る
バ
ニ
ラ
）
の
７
割
を
生
産
し
て
い
る
こ
と

を
知
っ
た
り
、
巨
木
を
引
き
抜
い
て
地
面
に
逆
さ
ま
に
立
て

た
よ
う
な
バ
オ
バ
ブ
の
並
木
や
、
横
っ
跳
び
サ
ル
と
し
て
人

気
の
ワ
オ
キ
ツ
ネ
ザ
ル
の
画
像
を
見
て
、
参
加
者
は
、
新
し

い
発
見
に
喜
び
を
感
じ
て

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
青
少
年
を
と
り

ま
く
保
健
事
情
の
厳
し
さ

と
い
う
大
き
な
問
題
も
あ

る
こ
と
に
驚
き
、
解
決
に

は
国
と
国
と
の
協
力
関
係

が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
と

一
層
強
く
感
じ
た
よ
う
で

す
。

　

２
月
25
日
に
満
百
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
た
黒く
ろ

瀬せ

未す
え

子こ

さ
ん
（
岨
谷
）
に
２
月
27
日
、
３
月
１
日
に
満
百
歳
の
誕
生

日
を
迎
え
ら
れ
た
福ふ

く

原は
ら

末す
え

子こ

さ
ん
（
井
原
）
に
３
月
１
日
、

県
知
事
お
よ
ろ
こ
び
状
や
記
念
品
、祝
金
な
ど
が
、県
、町
、

社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

黒
瀬
さ
ん
は
、
吉
備
郡
池
田
村
大
字
槇
谷
（
現
在
の
総
社

市
槇
谷
）
で
お
生
ま
れ
に
な
り
、
昭
和
11
年
に
ご
結
婚
、
農

業
を
さ
れ
な
が
ら
１
人
の
子
ど
も
さ
ん
を
育
て
ら
れ
ま
し

た
。
現
在
は
、
家
で
家
族
と
共
に
暮
ら
さ
れ
、
食
事
は
自

分
で
さ
れ
る
こ
と
も
あ

り
、
家
族
と
会
話
を
し

た
り
、
歌
っ
た
り
し
て

楽
し
く
過
ご
さ
れ
て
い

る
そ
う
で
す
。

　

福
原
さ
ん
は
、
上
房

郡
豊
野
村
で
お
生
ま
れ

に
な
り
、
昭
和
９
年
に

ご
結
婚
、
農
業
を
さ
れ

な
が
ら
４
人
の
子
ど
も

さ
ん
を
育
て
ら
れ
ま
し

た
。
現
在
は
、
家
で
家

族
と
共
に
暮
ら
さ
れ
、

身
の
回
り
の
こ
と
は
自

分
で
さ
れ
、
暖
か
い
日

は
散
歩
を
さ
れ
て
い
る

そ
う
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
ど
う
ぞ

お
元
気
で
、
益
々
の
ご

長
寿
を
お
祈
り
い
た
し

ま
す
。

黒瀬さん：前列中央福原さん：前列中央

振
り
込
め
詐
欺
を
未
然
に
防
い
だ

�

賀
陽
郵
便
局
に
感
謝
状

　

３
月
１
日
、
賀
陽
郵
便
局
が
２
件
の
振
り
込
め
詐
欺
の
被

害
を
未
然
に
防
止
し
た
と
し
て
、
岡
山
北
警
察
署
髙た

か

原は
ら

署
長

か
ら
同
局
の
重し

げ

森も
り

敏と
し

二じ

局
長
と
局
員
の
相あ
い

原は
ら

隆た
か

司し

さ
ん
に
感

謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

２
月
15
日
の
午
後
１
時
半
か
ら
２
時
半
ご
ろ
に
、
年
配
の

男
性
２
人
が
立
て
続
け
に
来
局
し
、「
息
子
に
お
金
を
振
り

込
む
よ
う
に
言
わ
れ
た
」
と
そ
れ
ぞ
れ
、
１
０
０
万
円
と

２
０
０
万
円
を
窓
口
か
ら
振
り
込
も
う
と
さ
れ
ま
し
た
。
対

応
し
た
局
員
は
、
現
金
が
多
額
で
あ
っ
た
こ
と
、
送
金
目
的

が
あ
い
ま
い
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
不
審
に
思
い
、
局
長

な
ど
に
相
談
し
警
察
へ
通
報
、
各
男
性
の
家
族
に
連
絡
を
取

り
確
認
し
た
結
果
、振
り
込
め
詐
欺
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
、

被
害
を
未
然
に
防
ぎ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
は
、
高
齢
者
を
狙
っ
た
振
り
込
め
詐
欺
で
あ
り
、

息
子
を
名
乗
る
男
か
ら
の
電
話
で
、「
不
倫
相
手
が
妊
娠
し

た
」
な
ど
と
女
性
関
係
の
ト
ラ
ブ
ル
を
口
実
に
現
金
を
振
り

込
ま
せ
る
も
の
で
、
こ
の
よ
う
な
手
口
の
電
話
が
、
２
月
中

旬
に
岡
山
県
内
で
相
次
ぎ
、
近
隣
の
市
町
村
で
は
実
際
に
被

害
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
重
森
局
長
は
「
日
頃
か
ら
詐
欺
の

情
報
を
職
員
に
周
知
し
て
い
る
。
今
回
、
職
員
同
士
の
連
携

で
被
害
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が

で
き
、
地
域
の
お
役
に
立
つ
こ

と
が
で

き
て
う

れ
し
い
」

と
話
さ

れ
ま
し

た
。

組
み
た
い
」。
肥
育
・

繁
殖
牛
経
営
の
河
内
さ

ん
は
「
景
気
の
低
迷
や

Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
問
題
は
あ
る

が
、
河
内
畜
産
の
名
を

広
め
る
よ
う
頑
張
っ
て

い
き
た
い
」
と
そ
れ
ぞ

れ
抱
負
を
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。

　

み
な
さ
ん
の
、
今
後

の
ご
活
躍
を
心
か
ら
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

左：河内さん　中央：河上さん　右：三瀬さん



8広報きびちゅうおう  2012. ５月号広報きびちゅうおう  2012. ５月号9

保健福祉シリーズ 68
あなたは自分の健康状態を知っていますか

国民健康保険に加入されている皆さんも
特定健康診査・特定保健指導を受けましょう！

吉備中央町国民健康保険で
受診の多い疾病分類ベスト10

① 歯の疾患
② 高血圧症の疾患
③ 内分泌代謝疾患
 　（�糖尿病、高脂血症、肥満症、甲状 

腺疾患など）
④ 骨および運動器疾患
⑤ 視器疾患
⑥ 呼吸器疾患
⑦ 精神障害
⑧ 循環器系の疾患
⑨ 皮膚の疾患
⑩ 新生物（がんや肉腫など）

　左の表は、吉備中央町国民健康保険の被保険者の
皆さんが平成22年に医療機関を受診された疾病のベ
スト10です。
　この中には、生活習慣が原因となるいわゆる生活
習慣病が多くあり、しかも年々増え続けています。
生活習慣病にはさまざまな病気があり、日本人の３
分の２の方が生活習慣病で亡くなっています。
　生活習慣病は、遺伝的な要因もありますが、食生
活や運動、喫煙、飲酒、ストレスなどが深く関わっ
ています。言いかえれば、普段の生活習慣を見直し、
改善することにより、病気を予防し、症状が軽いう
ちに治すことも可能です。
　生活習慣が原因となる病気は、たくさんの種類が
あり、どこまでが生活習慣病と定義されるのか明確
な境界はありませんが、生活習慣の改善で予防可能
な病気もたくさんありますので、ご自分の体のこと
を知るとともに病気を理解し、生活習慣を改善して

健康な体を維持するためにも特定健康診査を受診しましょう。
　特定健康診査は、平成20年より40歳から74歳の健康保険加入者を対象として、糖尿病や高脂
血症、高尿酸血症などの生活習慣病の発症や重症化を予防することを目的として、メタボリック
シンドロームに着目し、この該当者および予備群を減少させるために始まった健康診査です。

６月1日から始まります

 特定健康診査 
　対 象 者　　吉備中央町国民健康保険に加入している40歳から74歳の方（平成24年4月1日現在）
　健診費用　　個別健診（指定医療機関実施）　自己負担2,000円
　　　　　　　集団健診（指定場所巡回実施）　自己負担1,500円
　健診項目

基本的な項目
※全員に実施 

○問診
○身体計測（身長、体重、腹囲）、BMI の測定
○血圧測定
○尿検査（尿蛋白・尿糖）
○血液検査
　肝機能（GOT、GPT、γ-GTP）
　血中脂質（中性脂肪、HDL コレステロール、 LDL コレステロール）
　血糖（ヘモグロビン A1c）

詳細な項目
※�一定の基準の下、医師が

必要と認めた場合に実施

○心電図検査
○眼底検査
○貧血検査

追加項目
※�詳細な項目受診に該当し

なかった方全員に実施

○貧血検査（赤血球数、ヘモグロビン、ヘマトクリット値）
○心電図検査（12誘導心電図）
○血液検査（アルブミン、クレアチニン）

【お問い合わせ先】保健課　地域保健班　☎0866-54-1326

せ
ら
知
お
の
ら
か
館
民
公

新
た
に
就
任
さ
れ
ま
し
た

�

〈
平
成
24
年
４
月
１
日
付
〉

津
賀
公
民
館

�

☎
０
８
６
７

－

３
４

－

１
８
０
７

●
津
賀
公
民
館

　

館　

長　

清
本　

章
夫

●
円
城
公
民
館

　

館　

長　

杭
田　
　

元

　

主　

事　

石
川　

裕
子

●
御
北
公
民
館

　

館　

長　

小
林　

正
男

●
吉
川
公
民
館

　

主　

事　

木
林
り
み
こ

　
　
　
　
　
（
３
月
１
日
付
就
任
）

●
大
和
公
民
館

　

館　

長　

堀
口　
　

修

◎「
ス
ト
レ
ッ
チ
教
室
」

�

～
楽
笑
体
操
で
元
気
は
つ
ら
つ
～

　

■
日　

時
／�

５
月
18
日
㈮　

10
時

30
分
～
11
時
30
分

（
12
月
ま
で
毎
月
第

３
金
曜
日
）

　

◇
習
字
ク
ラ
ブ

　

◇
カ
ラ
オ
ケ
ク
ラ
ブ

　

◇
古
文
書
を
よ
む
ク
ラ
ブ

　

◇
麻
雀
ク
ラ
ブ

　

◇
菊
づ
く
り
ク
ラ
ブ

　

◇
短
歌
会
ク
ラ
ブ

　

◇
大
正
琴
ク
ラ
ブ

　

◇
パ
ソ
コ
ン
ク
ラ
ブ

豊
野
公
民
館

�

☎
０
８
６
６

－

５
４

－

０
１
９
４

◎「
第
20
回
草
木
展
」

　

清
楚
な
自
然
の
美
し
さ
を
楽
し
ま

せ
て
く
れ
る
山
野
草
。
心
の
癒
さ
れ

る
至
福
の
ひ
と
と
き
を
お
過
ご
し
く

だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

�

山
野
草
ク
ラ
ブ
員
一
同　

　

■
日　

時
／�

４
月
28
日
㈯

　
　
　
　
　
　

８
時
30
分
～
17
時

　
　
　
　
　
　

�

４
月
29
日
㈰

　
　
　
　
　
　

８
時
30
分
～
16
時

円
城
公
民
館

�

☎
０
８
６
７

－

３
４

－

１
５
５
５

◎「
ク
ラ
ブ
会
員
募
集
！
」

　

円
城
公
民
館
に
は
、
趣
味
の
グ

ル
ー
プ
お
よ
び
生
き
が
い
づ
く
り
、

健
康
づ
く
り
の
サ
ー
ク
ル
な
ど
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

あ
な
た
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

　

■�

受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
公

民
館
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

　

◇
生
花
ク
ラ
ブ

　

◇
茶
道
ク
ラ
ブ

　

◇
太
極
拳
ク
ラ
ブ

　

◇
布
手
芸
ク
ラ
ブ

　

◇
表
具
ク
ラ
ブ

　

◇
写
真
ク
ラ
ブ

　

◇
押
し
花
ク
ラ
ブ

　

◇
切
り
絵
ク
ラ
ブ

　

◇
み
ん
な
で
歌
お
う
ク
ラ
ブ

　

■
持
参
品
／�

飲
み
物
、
汗
拭
き
タ

オ
ル
、
ヨ
ガ
マ
ッ
ト

ま
た
は
バ
ス
タ
オ
ル

　

■
受
講
料
／
２
０
０
円

　

■
申
込
締
切
／�

お
申
し
込
み
は
随

時
受
け
付
け
ま
す
。

　

■
場　

所
／
津
賀
公
民
館

　受診期間　　平成24年６月１日から平成24年９月30日まで
　受診方法
　　１．個別健診（指定医療機関実施）
　　　　�町内および高梁市内19か所の医療機関で実施します。
　　　　（事前に医療機関へ連絡してください。）
　　２．集団健診（指定場所巡回実施）
　　　　�町内指定場所にて集団健診を行います。日程はお配りしている保健

事業計画をご覧ください。

 特定保健指導
　特定保健指導は、メタボリックシンドロームの予防・解消を目的とした生活習慣改善のための
支援です。特定健康診査の問診および検査結果をもとに、メタボリックシンドロームの危険度に
応じて、３つの支援レベルに分け、特定保健指導をご案内します。メタボリックシンドロームの
危険度が高く、生活習慣の見直し・改善の必要な方には、保健師や管理栄養士等が、運動や食事、
禁煙を中心とした生活習慣の見直し・改善のためのお手伝いをします。
　吉備中央町国民健康保険加入者で、特定保健指導（動機付け支援・積極的支援）の対象となる
方には該当する支援のご案内をさせていただきます。生活習慣を見直し健康づくりをするよいチャ
ンスととらえていただき、ぜひ支援を受けていただくことをお勧めします。
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お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

　
お
気
軽
に
ど
う
ぞ

５
月
の
行
政
・
福
祉
相
談

　

行
政
・
福
祉
相
談
（
心
配
ご
と
相
談
）
を

次
の
２
会
場
で
行
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で

秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
安
心
し
て

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日時 ５月18日（金）午前９時～正午

会場 下竹荘公民館 井原
コミュニティーセンター

相談 行政相談
福祉相談

行政相談
福祉相談

【お問い合わせ先】
　住民課　戸籍住民班� ☎0866-54-1316
　社会福祉協議会
　　しらさぎ事業所� ☎0866-54-1818
　　やすらぎ事業所� ☎0867-34-1522

　

日
時　

平
成
24
年
５
月
17
日
㈭

�

午
前
10
時
～
午
後
３
時

　

会
場　

加
茂
川
庁
舎　

相
談
室

　

内
容　

�

厚
生
年
金
・
国
民
年
金
に
お
け
る

年
金
請
求
手
続
等
に
つ
い
て
日
本

年
金
機
構
高
梁
年
金
事
務
所
の
職

員
が
お
答
え
し
ま
す
。

年
金
相
談
会

＊
予
約
受
付
に
つ
い
て　
　
　

　

受
付
人
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
相

談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
お
早
め
に
次
の
お

問
い
合
わ
せ
先
ま
で
電
話
予
約
を
し
て
く
だ

さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】�

住
民
課　

戸
籍
住
民
班

�

☎
０
８
６
６

－

５
４

－

１
３
１
６

　
お
困
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か

消
費
生
活
相
談
会

　

消
費
生
活
に
関
す
る
様
々
な
相
談
を
消
費

生
活
相
談
員
が
お
受
け
し
ま
す
。「
困
っ
た

な
」
と
思
っ
た
ら
一
人
で
悩
ま
ず
、
ま
ず
は

相
談
を
!!

・
訪
問
販
売
や
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ

・
携
帯
電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
不

当
請
求

・
は
が
き
に
よ
る
架
空
請
求

・
サ
ラ
金
の
多
重
債
務
の
相
談
に
つ
い
て

・
そ
の
他
、
消
費
生
活
相
談
に
限
り
ま
す
。

※
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
相
談
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
住
民
課
戸
籍
住
民
班
☎

０
８
６
６

－

５
４

－

１
３
１
６
ま
で
電
話

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
当
日
受
付
可
）

日
　
　
時

会
　
　
場

５
月
１
日
㈫

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

賀
陽
庁
舎相

談
室

５
月
15
日
㈫

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

加
茂
川
庁
舎相談

室

　
納
期
限
ま
で
に
納
付
を
お
願
い
し
ま
す

　
恵
み
豊
か
な
森
林
の
た
め
に

軽
自
動
車
税
は
５
月
31
日
㈭

　
　

ま
で
に
納
付
し
ま
し
ょ
う

○
平
成
24
年
度
の
軽
自
動
車
税
の
納
期
限
は

５
月
31
日
㈭
で
す
。
納
期
限
ま
で
に
忘
れ
ず

納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
領
収
書
に
つ
い
て
い
る
納
税
証
明

書
は
、
車
検
を
受
け
る
際
必
要
で
す
の
で
、

大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

※
口
座
振
替
に
さ
れ
て
い
る
方
は
、
納
期
限

の
前
日
ま
で
に
振
替
口
座
の
預
金
残
高
の

確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。
口
座
振
替
後
６

月
中
旬
頃
に
、
は
が
き
に
て
口
座
振
替
済

通
知
書
・
納
税
証
明
書
を
送
付
し
ま
す
。

車　　種 手　続　き　先

軽自動車 → 軽自動車検査協会岡山事務所
　☎086－245－3600

125cc 以上の
二輪車 → 中国運輸局岡山運輸支局

　☎050－5540－2072
原動機付自転車・
小型特殊自動車 → 吉備中央町役場
※車種により手続き先が異なりますので、ご注意ください。

○
軽
自
動
車
税

は
４
月
１
日
現

在
の
所
有
者
に

課
税
さ
れ
ま�

す
。

　

購
入
や
譲
渡

等
に
よ
り
所
有

者
に
な
っ
た
場

合
、
住
所
を
変

更
し
た
場
合
、

譲
渡
や
廃
車
、

盗
難
等
に
よ
り

所
有
者
で
な
く

な
っ
た
場
合
に

は
、
下
記
の
場

所
で
必
ず
手
続

き
を
お
願
い
し

ま
す
。

『
緑
の
募
金
』に

　
　

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

春
の
緑
化
推
進
運
動（
４
月
１
日
～
５
月
31
日
）

　

森
林
を
は
じ
め
と
す
る
緑
は
、
水
源
の
か

ん
養
、
地
球
温
暖
化
や
災
害
の
防
止
、
生
物

多
様
性
の
保
全
な
ど
様
々
な
機
能
を
有
し
、

私
た
ち
の
安
心
で
安
全
な
生
活
に
欠
か
せ
な

い
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
も
４
月
１
日
か
ら
５
月
31
日
ま
で

「
春
の
緑
化
推
進
運
動
」
が
行
わ
れ
、
こ
の

推
進
運
動
の
一
環
と
し
て
、
公
益
財
団
法
人

岡
山
県
緑
化
推
進
協
会
に
よ
る『
緑
の
募
金
』

が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
募
金
は
吉
備
中
央
町
に
も
配
分
さ

れ
、地
域
の
緑
化
活
動
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
運
動
の
趣
旨
に
ご
賛
同
い
た
だ
き
、

多
数
の
方
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
募
金
の
取
り
ま
と
め
に
つ
き
ま
し

て
は
、
区
長
・
班
長
さ
ん
へ
お
願
い
し
て
お

り
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

公
益
社
団
法
人　

岡
山
県
緑
化
推
進
協
会

�

☎
０
８
６

－
２
２
１

－

９
５
１
１

　

農
林
課　

林
業
振
興
班

�

☎
０
８
６
６

－

５
４

－

１
３
１
８

【
軽
自
動
車
税
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
先
】

・
税
務
課　

課
税
班

�

☎
０
８
６
６

－

５
４

－

１
３
１
５

●リフォーム工事着手
 （町内の施工業者・事前着工は対象外）

申請の流れ
●補助金交付申請書提出
 （申請者から町へ）

●書類審査（必要に応じて現場確認）
●補助金確定通知（町から申請者）
●補助金請求書提出（申請者から町へ）
●補助金の支払い（申請者指定口座へ振込）

●リフォーム工事完了
 （補助金交付決定を受けた年度内完了が必須）
●工事代金支払い
●補助事業実績報告書提出
 （申請者・施工業者代理から町へ）

●施工内容等の審査
 （内容不備の場合、修正・追加依頼）
●補助金交付決定通知
 （予算の範囲内で交付決定） 【実績報告の際に必要な書類】

・吉備中央町住宅リフォーム事業費補助金実績報告書
・施工箇所の工事前・完了後の写真等
 （撮影日をいれたもの）
・施工内容のわかる請求明細書、領収書の写し

【申請の際に必要な書類】
・吉備中央町住宅リフォーム事業費補助金申請書
・町税等完納証明（事業費補助金申請用）
・施工内容のわかる見積書の写し
・補助対象工事箇所の写真および図面

吉
備
中
央
町
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
費
補
助
金
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す

　

生
活
環
境
の
改
善
や
定
住
促
進
、
町
内

住
宅
関
連
業
種
等
を
含
む
地
域
経
済
の
活

性
化
を
目
的
に
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
費 

補
助
金
制
度
を
開
始
し
ま
す
。

【
補
助
金
対
象
者
】

　

次
の
要
件
を
全
て
満
た
す
方

◆
町
に
住
民
登
録
（
外
国
人
登
録
）
を
し

て
い
る
方
も
し
く
は
、
交
付
対
象
工
事

の
完
了
ま
で
に
住
民
登
録
さ
れ
る
方

◆
納
期
の
到
来
し
た
町
税
等
を
完
納
し
て

い
る
方

◆
当
該
工
事
に
つ
い
て
、
町
ま
た
は
国
、

県
が
実
施
す
る
他
の
助
成
制
度
を
受
け

て
い
な
い
方

【
補
助
金
対
象
住
宅
】

◆
補
助
金
対
象
者
が
所
有
す
る
住
宅
の
居

住
部
分
で
あ
る
こ
と

◆
マ
ン
シ
ョ
ン
等
の
集
合
住
宅
は
、
申
請

者
の
占
用
部
分
で
あ
る
こ
と

◆
店
舗
等
と
の
併
用
住
宅
は
、
居
住
部
分

で
あ
る
こ
と

◆
賃
貸
住
宅
や
営
利
目
的
の
住
宅
に
つ
い

て
は
、
所
有
者
同
意
を
得
て
い
る
こ
と

◆
同
一
住
宅
お
よ
び
同
一
人
に
つ
い
て
、

い
ず
れ
も
１
回
に
限
る

【
補
助
金
対
象
工
事
】

◆
町
内
に
本
社
が
あ
る
法
人
、
ま
た
は
町

内
に
住
所
が
あ
る
個
人
の
建
築
業
者
が

主
た
る
施
工
業
者
で
あ
る
こ
と

　
（
町
外
業
者
へ
の
下
請
け
割
合
が
50
％

を
超
え
て
い
な
い
こ
と
）

◆
平
成
25
年
３
月
31
日
ま
で
に
工
事
が
完

了
し
実
績
報
告
の
提
出
が
で
き
る
も
の

◆
補
助
対
象
工
事
に
要
す
る
経
費
が
20
万

円
以
上
で
あ
る
こ
と

※
交
付
決
定
前
ま
で
に
着
手
し
た
工
事

は
、
対
象
外
と
な
り
ま
す

【
補
助
金
の
額
】

◆
リ
フ
ォ
ー
ム
等
に
要
し
た
工
事
金
額
の

10
分
の
１
に
相
当
す
る
額
（
千
円
未
満

切
り
捨
て
）

◆
20
万
円
を
限
度
と
し
ま
す

【
対
象
と
な
る
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
の
例
】

◆
個
人
住
宅
の
居
住
部
分
の
改
修
、
一
部

増
築

◆
併
用
住
宅
の
内
、
居
住
部
分
の
改
修
、

一
部
増
築 

◆
塗
装
・
コ
ー
キ
ン
グ
・
雨
樋
の
取
替
え

◆
台
所
・
浴
室
・
ト
イ
レ
・
洗
面
所
の
改
修
、

換
気
扇
・
空
気
清
浄
器
の
設
置　

な
ど

　

そ
の
他
、
申
請
方
法
や
詳
し
い
内
容
に

つ
い
て
は
協
働
推
進
課
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

協
働
推
進
課　

商
工
観
光
班

�

☎
０
８
６
６

－

５
４

－

１
３
０
１
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人
事
異
動

�

〈
平
成
24
年
４
月
１
日
付
〉

町
・
教
職
員

�

※
退
職
者
は
３
月
31
日
付

�

※（　
　

）は
旧
所
属

�

※
昇
は
昇
格　
　
　

～
町
職
員
～

総
務
課

課
長

山
根　

啓
史
（
福
祉
課
長
）

課
長
補
佐
〈
財
政
班
長
〉

浅
桐　
　

章
（�

農
林
課
課
長
補
佐
林
業

振
興
班
長
）

主
査

内
藤　

和
恵
（�

加
茂
川
総
合
事
務
所
主

査
）

古
林　

直
樹
（
農
林
課
主
査
）

大
森　

初
恵
（
会
計
管
理
室
主
査
）

石
坂　

晃
則
（
税
務
課
主
査
）

税
務
課

課
長

木
村　

二
昭
（
大
和
支
所
長
）

主
査

金
光　
　

瞳
（
税
務
課
主
事
・
昇
）

主
事

石
井　
　

宏
（
福
祉
課
主
事
）

企
画
課

課
長
補
佐
〈�

総
合
政
策
班
長
・
吉
備
高

原
都
市
事
務
所
都
市
づ
く

り
班
長
〉

戸
田　

真
吾
（�

協
働
推
進
課
課
長
補
佐

地
域
振
興
班
長
）

主
査

大
月　
　

豊
（
建
設
課
主
査
）

協
働
推
進
課

課
長
補
佐
〈
地
域
振
興
班
長
〉

岸
本　

久
夫
（
総
務
課
主
幹
・
昇
）

主
幹

岡
崎　

直
樹
（
協
働
推
進
課
主
査
・
昇
）

主
査

戸
田　

健
治
（
農
林
課
主
査
）

住
民
課

主
幹

根
本
喜
代
香
（
協
働
推
進
課
主
幹
）

主
査

坂
元　

朋
美
（
保
健
課
主
査
）

山
本　

裕
紀
（
住
民
課
主
事
・
昇
）

主
事

横
田　

啓
子
（
住
民
課
主
事
補
・
昇
）

福
祉
課

課
長

土
居　
　

進
（�

社
会
福
祉
協
議
会
事
務

局
長
…
福
祉
課
付
）

課
長
補
佐
〈
介
護
支
援
班
長
〉

早
原　

功
記
（�

教
育
委
員
会
事
務
局
局

長
補
佐
教
育
総
務
班
長
）

課
長
補
佐
・
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長

石
井　

瑞
枝
（
保
健
課
主
幹
・
昇
）

主
査

難
波　

陽
子
（
議
会
事
務
局
主
査
）

三
高　

昌
之
（�

教
育
委
員
会
事
務
局
主

査
）

永
安　

浩
介
（
総
務
課
主
事
・
昇
）

保
健
課

課
長
補
佐
〈
地
域
保
健
班
長
〉

千
田　

政
子
（�

福
祉
課
課
長
補
佐
・
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長
）

主
幹

塚
田　

恵
子
（
住
民
課
主
幹
）

保
健
師

槇
本　

利
江
（
岡
山
県
派
遣
）

農
林
課

課
長
補
佐
〈
農
業
振
興
班
長
〉

小
室　

弘
司
（�

企
画
課
課
長
補
佐
総
合

政
策
班
長
）

課
長
補
佐
〈
林
業
振
興
班
長
〉

山
本　

泰
弘
（�

保
健
課
課
長
補
佐
地
域

保
健
班
長
）

主
査

浅
田　

康
正
（
水
道
課
主
査
）

主
事

安
延　

直
樹
（
農
林
課
主
事
補
・
昇
）

主
事
補

難
波　

愛
実
（
新
採
用
）

建
設
課

主
幹

高
見　

知
之
（
水
道
課
主
幹
）

主
査

片
山　

裕
紀
（
建
設
課
主
事
・
昇
）

津
島　

明
範
（
建
設
課
主
事
・
昇
）

会
計
管
理
室

主
査

大
隅
さ
お
り
（�

後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
派
遣
）

吉
川
支
所

支
所
長
心
得

石
井　

純
子
（
住
民
課
主
幹
）

大
和
支
所

支
所
長
心
得

奥
野　

充
之
（
企
画
課
主
幹
）

水
道
課

課
長

沼
田　
　

力
（�

建
設
課
課
長
補
佐
技
術

検
査
班
長
・
昇
）

主
査

福
原　
　

修
（�

加
茂
川
総
合
事
務
所
主

査
）

永
安　

裕
美
（
水
道
課
主
事
・
昇
）

上
森　

章
由
（
水
道
課
主
事
・
昇
）

議
会
事
務
局

書
記

福
田　

要
子
（
福
祉
課
主
幹
・
昇
）

教
育
委
員
会
事
務
局

参
事
・
総
合
ス
ポ
ー
ツ
公
園
管
理
事
務

所
所
長

難
波　

和
則
（�

吉
川
支
所
長
・
吉
備
高

原
都
市
事
務
所
都
市
づ

く
り
班
長
）

局
長
補
佐
〈
生
涯
学
習
班
長
〉

杉
山　

芳
子
（�

総
務
課
課
長
補
佐
財
政

班
長
）

局
長
補
佐
〈
教
育
総
務
班
長
〉

芦
田　

啓
次
（�

福
祉
課
課
長
補
佐
介
護

支
援
班
長
）

主
査

清
本　

敦
史
（
福
祉
課
主
査
）

中
学
校
開
校
準
備
室

主
査

堀　
　

伸
博
（
生
涯
学
習
班
主
査
）

岡
山
県
復
帰

猪
元　

信
子
（�

保
健
課
課
長
補
佐
地
域

保
健
副
班
長
）

上
竹
荘
保
育
園

主
任
保
育
士

妹
尾
佐
恵
子
（�

大
和
保
育
園
主
任
保
育
士
）

下
竹
荘
保
育
園

主
任
保
育
士

宮
井　

智
子
（�

上
竹
荘
保
育
園
主
任
保

育
士
）

大
和
保
育
園

主
任
保
育
士

土
井　

勝
代
（�

下
竹
荘
保
育
園
主
任
保

育
士
）

保
育
士

時
信　

照
美
（
新
採
用
）

円
城
幼
稚
園

園
長

森
本　

貴
子
（�

円
城
幼
稚
園
主
任
教�

諭
・
昇
）

主
任
教
諭

楢
嵜　

日
佳
（
円
城
幼
稚
園
教
諭
・
昇
）

吉
川
共
同
調
理
場

給
食
調
理
員

石
井　

京
子
（�

竹
荘
共
同
調
理
場
給
食

調
理
員
）

●
嘱
託
職
員

福
祉
課
介
護
認
定
調
査
員

森
下　

幸
子

草
地　

順
子

難
波　

美
里

上
竹
荘
保
育
園

保
育
士

川
上　

智
子

豊
野
保
育
園

保
育
士

高
見
真
由
美

下
竹
荘
保
育
園

保
育
士

河
原　

優
子

吉
川
保
育
園

保
育
士

宮
井　

桂
子

●
退
職
者

前
田　

文
男
（
総
務
課
長
）

堀　
　

幸
夫
（
税
務
課
長
）

菅
野　

秀
美
（
水
道
課
長
）

笹
井　

謙
二
（�

農
林
課
課
長
補
佐
農
業

　
　
　
　

※�

転
任
の（　

）は
新
所
属　

新
任
の（　

）は
旧
所
属

津
賀
小
学
校

▼
転
任

教　
　

諭　

黒
田　

哲
史
（
赤
磐
城
南
小
）

▽
新
任

養
護
教
諭　

渡
邉　

涼
子
（
新
採
用
）

円
城
小
学
校

▼
転
任

教　
　

頭　

堀　
　

道
夫
（
備
前
伊
里
小
）

教　
　

諭　

山
本　
　

哲
（
和
気
本
荘
小
）

教　
　

諭　

佐
々
木
仁
美
（
総
社
総
社
小
）

講　
　

師　

葛
原　

利
早
（
上
竹
荘
小
）

▽
新
任

教　
　

頭　

室
山　

和
久
（
総
社
総
社
小
）

教　
　

諭　

戸
田　

忠
司
（
真
庭
上
水
田
小
）

教　
　

諭　

安
東　

直
子
（
和
気
和
気
小
）

教　
　

諭　

田
村　

佳
子
（
高
梁
有
漢
西
小
）

講　
　

師　

堀　
　

圭
子
（
吉
備
高
原
小
）

御
北
小
学
校

▼
転
任

教　
　

諭　

松
本　

征
史
（
美
咲
柵
原
東
小
）

教　
　

諭　

小
林　

史
佳
（
総
社
山
手
小
）

▽
新
任

教　
　

諭　

佐
野　

隆
朗
（
高
梁
成
羽
小
）

教　
　

諭　

江
草　

亜
紀
（
新
採
用
）

上
竹
荘
小
学
校

▼
転
任

講　
　

師　

山
﨑
真
理
子
（
吉
備
高
原
小
）

▽
新
任

講　
　

師　

葛
原　

利
早
（
円
城
小
）

豊
野
小
学
校

▼
転
任

教　
　

頭　

河
田　

佳
子
（
岡
山
御
津
南
小
）

教　
　

諭　

山
縣　
　

定
（
高
梁
中
井
小
）

臨
時
的
事
務　

中
村　

晴
美
（
吉
川
小
）

講　
　

師　

三
村　

明
美
（
岡
山
平
福
小
）

講　
　

師　

野
口　

敏
史
（
大
和
中
）

▽
新
任

教　
　

頭　

越
宗　
　

勇
（
赤
磐
山
陽
東
小
）

教　
　

諭　

菅
野　

洋
一
（
早
島
支
援
学
校
） 

事
務
主
幹　

能
勢　

宏
子
（
吉
川
小
）

講　
　

師　

赤
枝
真
沙
子
（
竹
荘
中
）

下
竹
荘
小
学
校

▼
転
任

教　
　

諭　

曽
根
し
ず
子
（
赤
磐
山
陽
西
小
）

講　
　

師　

山
口　
　

茜
（
備
前
備
前
中
）

▽
新
任

教　
　

頭　

笠
原　

智
彦
（
赤
磐
山
陽
小
）

講　
　

師　

山
本　

智
久
（
高
梁
有
漢
西
小
）

吉
川
小
学
校

▼
転
任

教　
　

諭　

岸　
　

誠
一
（
矢
掛
中
川
小
）

事
務
主
幹　

能
勢　

宏
子
（
豊
野
小
）

▽
新
任

臨
時
的
事
務　

中
村　

晴
美
（
豊
野
小
）

大
和
小
学
校

▼
転
任

教　
　

諭　

菊
池　

康
子
（
高
梁
有
漢
西
小
）

教　
　

諭　

信
清
亜
希
子
（
岡
大
付
属
小
）

▽
新
任

教　
　

諭　

佐
藤　

昌
子
（
高
梁
落
合
小
）

教　
　

諭　

小
池　

恭
子
（
高
梁
高
梁
小
）

吉
備
高
原
小
学
校

▼
転
任

教　
　

諭　

西
崎　

晃
一
（
赤
磐
山
陽
小
）

講　
　

師　

堀　
　

圭
子
（
円
城
小
）

▽
新
任

校　
　

長　

木
村　

啓
司
（
玉
野
市
教
委
）

教　
　

諭　

直
原　

政
治
（
新
採
用
）

講　
　

師　

山
﨑
真
理
子
（
上
竹
荘
小
）

加
茂
川
中
学
校

▼
転
任

校　
　

長　

國
末　

正
治
（
備
前
吉
永
中
）

教　
　

諭　

平
川　

奈
美
（
早
島
支
援
学
校
） 

▽
新
任

校　
　

長　

福
山　

哲
明
（
和
気
佐
伯
中
）

教　
　

諭　

木
口　

知
美
（
新
採
用
）

竹
荘
中
学
校

▼
転
任

教　
　

頭　

大
栁　

敏
昭
（
高
梁
高
梁
北
中
）

～
学
校
教
職
員
～

振
興
班
長
）

山
本　

雅
則
（�

教
育
委
員
会
事
務
局
局

長
補
佐
生
涯
学
習
班
長
）

平
松　
　

歩
（
総
務
課
主
事
補
）

氏
平　
　

緑
（
円
城
幼
稚
園
園
長
）

佐
伯　

美
香
（
御
北
幼
稚
園
教
諭
）

石
田　

明
美
（�

吉
川
共
同
調
理
場
調
理

員
）

杉
田　

頼
子
（�

加
茂
川
中
学
校
嘱
託
校

務
員
）

教　
　

諭　

藤
崎　

奈
美
（
岡
山
福
田
中
）

講　
　

師　

赤
枝
真
沙
子
（
豊
野
小
）

▽
新
任

教　
　

頭　

江
田　

厚
生
（
赤
磐
高
陽
中
）

教　
　

諭　

重
村
真
由
美
（
新
見
哲
多
中
）

教　
　

諭　

上
仲　

昌
子
（
新
見
新
見
第
一
中
）

吉
川
中
学
校

▼
転
任

教　
　

頭　

林　
　

照
雄
（
高
梁
備
中
中
）

教　
　

諭　

酒
井
百
合
子
（
高
梁
高
梁
中
）

教　
　

諭　

佐
藤
由
佳
理
（
矢
掛
矢
掛
中
）

養
護
教
諭　

横
松　
　

希
（
岡
山
県
立
大
）

▽
新
任

教　
　

頭　

佐
藤　

秀
則
（
玉
野
山
田
中
）

講　
　

師　

津
島　
　

渉
（
和
気
和
気
中
）

講　
　

師　

行
友
は
る
か
（
赤
磐
山
陽
西
小
）

大
和
中
学
校

▽
新
任

校　
　

長　

本
行　

隆
司
（
高
梁
高
梁
北
中
）

講　
　

師　

野
口　

敏
史
（
豊
野
小
）

●
退
職
者

津
賀
小
学
校　

養
護
教
諭�

藤
原
喜
代
子

下
竹
荘
小
学
校　

教
頭�

藤
原
恵
利
子

下
竹
荘
小
学
校　

講
師�

斎
藤　

晃
慶

吉
備
高
原
小
学
校　

校
長�

遠
藤　

由
子

加
茂
川
中
学
校　

指
導
教
諭�

竹
内　

靖
子

大
和
中
学
校　

校
長�

赤
田　

政
嘉

大
和
中
学
校　

教
諭�

片
山　

陽
子
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夢のある町定住促進

「夢のある町」定住奨励金
　吉備中央町への定住を促進し、町の担い手の確保を図ることにより、豊かで活力のあるまちづ
くりに寄与することを目的として奨励金等を交付する制度です。

奨励金名 金　額　等 交付対象要件等

住宅取得奨励金 対象住宅の固定資産税相当額（上限
10万円／年。対象住宅が岡山県ま
たは町が販売する吉備高原都市もし
くはハートフルタウンの分譲地にあ
る場合は上限12万円／年）

・延床面積が50平方メートル以上あること
・併用住宅の場合は、住居部分面積が２分の１以上あ
ること

・共有名義の場合、申請者の持分（連名申請は、合計
持分割合）が２分の１以上あること

・最初に賦課された年の１月１日において50歳以下
・中古物件等の取得も対象となります
・交付期間は、固定資産税が申請者に対し最初に賦課
された年度を含め５年間です

・申請期限（認定申請）は最初に賦課された年の１月
１日から２年間で、交付申請は毎年度８月末まで

※対象とならない場合
・同居親族、姻族からの購入等の場合
・過去に住宅取得奨励金の交付を受けている場合
・公共工事等により、住宅移転に係る補償等がされて
いる場合等

就 業 奨 励 金 ・50,000円
・ロマン高原かよう総合会館主催事
業入場券無料引換券

・卒業後初めて町内または通勤可能な町外の事業所等
に就業していること

・申請年度の４月１日現在において30歳以下
・申請期限は事業所等へ就業した日から２年間

Ｕターン奨励金 ・50,000円
・ロマン高原かよう総合会館主催事
業入場券無料引換券

・町内または通勤可能な町外の事業所等に就業してい
ること

・転勤等による一時的な転入や婚姻等のために転入し
た場合は対象となりません

・申請年度の４月１日現在において50歳以下
・申請期限は転入の日から２年間

Ｉターン奨励金 ・50,000円
・ロマン高原かよう総合会館主催事
業入場券無料引換券

結 婚 祝 金 ・50,000円
・ロマン高原かよう総合会館主催事
業入場券無料引換券

・夫婦双方とも過去に町から結婚祝金の交付を受けて
いないこと

・夫婦双方とも申請年度の４月１日現在において45
歳以下

・申請期限は婚姻の日から２年間

○上記要件を満たした場合であっても、町税および町納付金に滞納がある場合等は定住奨励金を交付すること
ができません。また、過去において吉備中央町定住促進条例の規定による、同種の定住奨励金の交付を受け
ている場合についても交付することができません。

○就業奨励金、Ｕターン奨励金、Ｉターン奨励金はいずれか1度のみの交付となります。
○詳細については、吉備中央町夢のある町定住促進条例、同施行規則によります。
　詳しくは、協働推進課　地域振興班　☎0866-54-1301へお問い合わせください。

緊急通報システムをご利用ください
　平成24年度から、緊急通報システムのサービス内容が変わります。
　従来は緊急時に利用するものでしたが、このたび日頃の健康や心配事などの相談にも利用でき
るよう、サービスを充実させました。相談は、24時間365日可能で看護師や保健師、管理栄養士
等が対応します。気軽に利用して、毎日を元気に過ごしましょう。

対　 象 　者：65歳以上のひとり暮らし・70歳以上のみの世帯
　　　　　　　ひとり暮らしの重度の身体障害者
利　 用 　料：月額500円（上・下半期に分けて、口座振替でお支払いいただきます）
お申し込み先：福祉課　地域包括支援センター
留　 意 　点：緊急時に安否確認を行える近隣の協力員を３名お願いしてください。

【お問い合わせ先】福祉課　地域包括支援センター　☎0866-54-1320
＊このサービスは、「アズビルあんしんケアサポート株式会社」に事業委託して行っています。

●24時間365日対応（通話料無料）
・緊急の時以外でもお気軽に
　間違えても、試しに押しても大丈夫。
　�ご病気やお体に関するご相談をお待
ちしております。

・看護師や専門の相談員が対応
　�救急車の要請、およびご親族や近隣
の方へご連絡します。
●月に一度のお伺いコール
　�受信センターからお電話をして、お
体や生活のご様子を伺います。

消防署

受信センター

協力員

ご利用者

ボタンを
押すだけ

24時間
体制

① 通報・相談

② 電話確認

③－1
出動要請④－2 確認

③－2 必要に応じて

④－1 出動
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イベント
情報 　吉備中央町とＮＨＫ岡山放送局では、ラジオ番組

「ふるさと自慢うた自慢」の公開録音を行います。
　この番組では、地元の男性・女性グループによる
「ふるさと自慢」や「うた自慢」を通じて、吉備中
央町の魅力を全国に発信します。また、ゲストによ
る歌謡ステージ「ふるさと自慢コンサート」もお楽
しみいただけます。
　観覧をご希望の方は、下記の要領でお申し込みく
ださい。

【主　　　　　催】　吉備中央町、ＮＨＫ岡山放送局
【お問い合わせ先】　協働推進課　地域振興班　☎0866－54－1301

　　　　　　平成24年６月15日（金）
　　　　　　開場／午後５時　開演／午後５時40分
　　　　　　終演予定／午後８時30分

　　　　　　ロマン高原かよう総合会館
　　　　　　レインボーホール
　　　　　　［ゲスト］堀内孝雄さん、伍代夏子さん
　　　　　　［出　演］吉備中央町のみなさん　　［司　会］今城和久アナウンサー

　　　　　　　入場無料ですが、入場整理券（１枚で２人入場可）が必要です。
　　　　　　　郵便往復はがきに必要事項を明記の上、お申し込みください。
　　　　　　　　□往信用裏面…1郵便番号 ･2住所 ･3名前 ･4電話番号
　　　　　　　　○返信用表面…①郵便番号 ･②住所 ･③名前
　　　　　　　　　［あて先］…〒716-1192　（住所不要）
　　　　　　　　　　　　　　吉備中央町「ふるさと自慢うた自慢」係
　　　　　　　　　［締め切り］５月24日（木）必着

日　時

会　場

出　演

観覧申込

※１歳以上のお子様から入場整理券が必要です。
※応募多数の場合は抽選の上、当選・落選結果を６月１日頃に発送する予定です。
※�インターネットオークション等での売買を目的としたお申し込みは、固くお断りいたします。売買を目的とし
たお申し込みであると判断した場合、抽選対象外とさせていただきます。
※�ご応募の際にいただいた情報は、抽選結果や番組に関するご連絡のほか、ＮＨＫでは、受信料のお願いに使用
させていただくことがあります。

返信

50 郵便往復はがき

①郵便番号
②住　所
③名　前

（往信用裏面）（返信用表面）

往信

50 郵便往復はがき

2911617
（
住
所
不
要
）

吉
備
中
央
町

「
ふ
る
さ
と
自
慢
う
た
自
慢
」係

何
も
書
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

（返信用裏面）（往信用表面）

1郵便番号
2住　所
3名　前
4電話番号

お
知
ら
せ

Ｉ
Ｎ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
町以外からのお知らせ

憲
法
週
間
行
事
に
つ
い
て

◆
ご
利
用
く
だ
さ
い

平
成
24
年
度
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ

講
座
の
受
講
者
募
集
に
つ
い
て

◆
再
就
職
を
希
望
さ
れ
る
女
性
の
た
め
に

�

中
国
電
力
か
ら
の
お
知
ら
せ

～
釣
り
竿
で
の
感
電
に

�

ご
注
意
く
だ
さ
い
～

◆
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

５
月
３
日
は
、
憲
法
記
念
日
で
す
。

　

日
本
国
憲
法
は
昭
和
22
年
５
月
３
日
に
施

行
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
施
行
を
記
念
し
、

国
の
成
長
を
期
す
る
た
め
に
こ
の
日
が
憲
法

記
念
日
と
さ
れ
ま
し
た
。

　

裁
判
所
、
検
察
庁
、
法
務
局
お
よ
び
弁
護

士
会
で
は
、
毎
年
、
憲
法
記
念
日
を
中
心
と

す
る
５
月
１
日
か
ら
同
月
７
日
ま
で
の
１
週

間
を
憲
法
週
間
と
し
、
次
の
行
事
を
行
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

１　

無
料
法
律
・
人
権
相
談
所
の
開
設

　

土
地
、家
屋
、交
通
事
故
、金
銭
の
貸
借
、

離
婚
、
相
続
、
人
権
、
子
供
の
非
行
・
人
権
、

登
記
な
ど
の
法
律
問
題
で
お
困
り
の
方
は
、

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
（
事
前
申
込
み

不
要
）。

▪
開
催
日　

５
月
10
日
（
木
）

▪
受
付
時
間　

午
前
９
時
30
分
か
ら

�

午
前
11
時
30
分
ま
で

▪
場　
　

所　
岡
山
市
北
区
南
方
１

－

８

－

29
　
　
　
　
　
　

岡
山
弁
護
士
会
館
会
議
室

▪
担　
　

当　

�

岡
山
弁
護
士
会
、
岡
山
地
方

法
務
局

※�

当
日
、
駐
車
場
の
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す

の
で
、
で
き
る
限
り
公
共
交
通
機
関
の
ご

利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

２　

見
学
、
裁
判
の
傍
聴
等

⑴�

裁
判
員
裁
判
用
法
廷
の
見
学
、
裁
判
の
傍

聴

　

裁
判
員
裁
判
用
法
定
の
見
学
は
、
随
時
、

受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。
事
前
に
人
数
や
時

間
に
つ
い
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
公
開
の
法
廷
に
お
け
る
裁
判
は
自

由
に
傍
聴
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
傍
聴
席
に

は
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
団
体
で
の
傍
聴

を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
事
前
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

⑵
検
察
庁
の
見
学

　

検
察
庁
の
見
学
に
つ
い
て
は
、
随
時
、
受

け
付
け
て
お
り
ま
す
。
希
望
さ
れ
る
場
合
は

事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

３　

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

⑴��

無
料
法
律
・
人
権
相
談
所
の
開
設
に
つ
い

て

　

岡
山
市
北
区
南
方
１

－

８

－

42

　

岡
山
地
方
裁
判
所
事
務
局
総
務
課
庶
務
係

　

�

☎
０
８
６

－

２
２
２

－

６
７
７
１

⑵�

裁
判
員
裁
判
用
法
廷
の
見
学
お
よ
び
裁
判

の
傍
聴
に
つ
い
て

　

岡
山
市
北
区
南
方
１

－

８

－

42

　

岡
山
家
庭
裁
判
所
事
務
局
総
務
課
庶
務
係

�

☎
０
８
６

－

２
２
２

－

６
７
７
１

⑶
検
察
庁
庁
舎
の
見
学
等
に
つ
い
て

　

岡
山
県
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー

（
ウ
ィ
ズ
セ
ン
タ
ー
）
で
は
、
チ
ャ
レ
ン
ジ

支
援
事
業
と
し
て
、
結
婚
・
出
産
・
育
児
・

介
護
等
で
い
っ
た
ん
仕
事
を
中
断
し
、
再
就

職
を
希
望
す
る
女
性
を
対
象
に
就
業
に
関
す

る
基
礎
知
識
や
エ
ク
セ
ル
３
級
程
度
の
パ
ソ

コ
ン
基
本
操
作
等
を
習
得
す
る
講
座
を
開
催

し
ま
す
。

　

次
の
と
お
り
講
座
の
受
講
者
を
募
集
し
ま

す
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▪
申
込
受
付

　

平
成
24
年
４
月
27
日
（
金
）
か
ら
５
月
10

日
（
木
）
ま
で
に
受
講
申
込
書
（
ウ
ィ
ズ
セ

ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
）
を
郵
送
で
ウ
ィ
ズ
セ
ン
タ
ー
に

お
送
り
く
だ
さ
い
。

▪
受
講
期
間

　

�

平
成
24
年
５
月
29
日
（
火
）
か
ら

�

７
月
４
日
（
水
）

　

期
間
内
の
毎
週
火
～
金
曜
日
の
22
日
間

　

午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時

▪
会　
　

場

　

ア
ビ
リ
テ
ィ
編
：
ウ
ィ
ズ
セ
ン
タ
ー

　

�

（
岡
山
県
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー
）

　

ス

キ

ル

編
：
岡
山
市
内（
会
場
未
定
）

〇
応
募
資
格

　

結
婚
・
出
産
・
育
児
・
介
護
等
で
い
っ
た

ん
仕
事
を
中
断
し
再
就
職
を
希
望
す
る
女
性

で
22
日
間
出
席
で
き
る
方

〇
受
講
料

　

無
料
。
た
だ
し
教
材
費
・
検
定
受
講
料
は

実
費
負
担
（
合
計
１
万
円
程
度
）

〇
募
集
人
数

　

各
回
15
名
（
選
考
に
よ
り
決
定
）

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
７
０
０

－

０
８
０
７

　
岡
山
市
北
区
南
方
２

－

13

－

1　

き
ら
め
き
プ
ラ
ザ
６
F

　
岡
山
県
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー（
ウ
ィ
ズ
セ
ン
タ
ー
）

�

☎
０
８
６

－

２
３
５

－

３
３
０
７

　

http://w
w

w.pref.okayam
a.jp/soshiki/187/

　

よ
い
気
候
と
な
り
、
こ
れ
か
ら
魚
釣
り
に

出
か
け
る
機
会
も
多
く
な
る
と
思
い
ま
す

が
、
釣
り
竿
が
電
線
に
触
れ
る
と
、
電
気
を

通
し
感
電
を
す
る
危
険
が
あ
り
ま
す
。特
に
、

カ
ー
ボ
ン
製
の
釣
り
竿
で
は
、
電
線
に
近
づ

け
た
だ
け
で
感
電
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

魚
釣
り
は
電
線
の
な
い
所
で
楽
し
み
ま

し
ょ
う
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

中
国
電
力
㈱
岡
山
カ
ス
タ
マ
ー
セ
ン
タ
ー

�

☎
０
１
２
０

－

４
１
３

－

８
２
３

　

岡
山
市
北
区
南
方
１

－
３

－

58

　

岡
山
地
方
検
察
庁
企
画
調
査
課

�

☎
０
８
６

－

２
２
４

－

５
８
６
７
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図書館だより

出会いの扉
とびら

かもがわ図書館 ☎ 0867 -34 -1115
 0867 -34 -0401

ロマン高原かよう図書館 ☎ 0866 -54 -1331
 0866 -54 -1311

5月

　５月の休館日

３日　４日　５日　７日　14日　20日　21日　28日

＜一般書＞　�
　出版社で働く真也には幼い頃から
不思議な力があった。触れることに
よって、物に残された人間の記憶や
想いが見えるのだ。ある日、同僚の
カオルに付き添って真也は空港へ。
カオルの父が20年ぶりにアメリカか
ら帰国するというのだが…。１つの
あらすじから作り出された、まった
く違う２つの物語を収録。

＜絵　本＞　�
　図鑑やお皿の上で見るさかなの
かおはたいてい横顔。だからたま
には真正面や、上や下、ななめか
らじっくりながめてみよう。おも
しろい発見があるかも？似ている
ようで全然違う、カラフルで個性
豊かなおさかなさんたちのかお
を、ぜひ親子いっしょに楽しんで
みてください。

『ヒア・カムズ・
　　　　ザ・サン』
有川　浩 /著　新潮社

『さかなのかお』
ともながたろ /絵
なかのひろみ /文　アリス館

★おいでおいで（乳幼児対象）
　　　　　　　　毎月第２・第４木曜日
10日（木）10時30分～45分
　　　　かもがわ図書館
24日（木）10時30分～45分
　　　　ロマン高原かよう図書館

★わくわく（幼児・小学生対象）
　　　　　　　　毎月第３土曜日
19日（土）午後２時～午後２時30分
　　　　ロマン高原かよう図書館

《おはなしのへや》

読みた～い本

＊予約・リクエストの多い本＊
＜一　般　書＞

『采配』（落合博満）　
『蜩ノ記』（葉室　麟）
『下山の思想』（五木寛之）

＜児童書・絵本＞
『こびとづかん』シリーズ
� （なばたとしたか）
『おたすけこびと』（なかがわちひろ）

「アンパンマン」「か
くれんぼ絵本ミッケ

」

「かいけつゾロリ」
シリーズは、いつの

時代も

どんなこどもたちも
、一度は必ず夢中に

なる！ 平成24年５月からは
午後の開催になります。

♪読書がストレス解消に♪

＜新着図書紹介＞� （館）欄の（か）は「かもがわ図書館」、（ロ）は「ロマン高原かよう図書館」

絵　　　本 著者・出版社 館 実　用　書 著者・出版社 館
ぼくのパパはおおおとこ カール・ノラック /セーラー出版 か 日本中枢の崩壊 古賀茂明 /講談社 か

ダットさん こもりまこと /福音館書店 か 自然農法わら一本の革命 福島正信 /春秋社 か

おたまさんのおかいさん 長谷川義文 /エルくらぶ ロ すべてを味方　すべてが味方 小林正観 /三笠書房 ロ

てんぐのくれためんこ 安房直子 /偕成社 ロ 武器なき“環境”戦争（角川新書） 池上彰 /角川書店 ロ

児童書 著者・出版社 館 文学・小説 著者・出版社 館
ドキドキ妖怪きりがみ 黒須和清 /東京書店 か 名のないシシャ 山田悠介 /角川書店 か

正しいパンツのたたみ方 南野忠晴 /岩波書店 か 共喰い 田中慎弥 /集英社 か

おりがみでおみせやさん いまいみさ /毎日新聞社 ロ 人生の旅路 曾野綾子 /河出書房新社 ロ

のりもの図鑑ＤＸ　工事の車 小野賀実 /ポプラ社 ロ バツイチおへんろ 森知子 /双葉社 ロ

こんな本が人気です!!

　イギリスのサセックスにある大学
で、心拍数などから、読書、音楽視聴、
コーヒータイム、テレビゲーム、散歩
それぞれのストレス解消効果を検証し
たところ、読書68%・音楽61%・コー
ヒータイム54%・散歩42%・テレビゲー
ム21%の解消効果が現れたそうです。
　ただし・・本を読んでいる時間は現
実世界のことを忘れてしまうくらい夢
中になることが重要であり、本の内容
に没頭しないと効果が最大限に得られ
ないとのこと・・ではありますが・・。

岡
山
県
「
明
る
い
家
庭
づ
く
り
」
作
文
（
平
成
23
年
度
）

今
回
は
優
秀
賞
に
輝
き
ま
し
た
、
藤ふ
じ

田た

栄は
る

利と

さ
ん
の
「
は
た
ら
く
お
と
う
さ
ん
」
を
紹
介
し
ま
す
。

「はたらくおとうさん」
津賀小学校　二年

藤
ふじ

田
た

　栄
はる

利
と
さん

「
は
る
と
、
あ
し
た
は
お
と
う
さ
ん
の
し
ご
と
に
つ
い

て
い
く
ん
よ
。」

な
つ
や
す
み
に
な
っ
て
、お
か
あ
さ
ん
が
い
い
ま
し
た
。

や
っ
た
！
お
と
う
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
だ
。

「
う
ん
、
わ
か
っ
た
。」

ぼ
く
は
、
は
り
き
っ
て
へ
ん
じ
を
し
ま
し
た
。

「
え
え
っ
、
い
い
な
。
は
る
と
だ
け
。」

と
、
お
に
い
ち
ゃ
ん
が
う
ら
や
ま
し
が
り
ま
し
た
。

　

ぼ
く
は
、
お
と
う
さ
ん
の
し
ご
と
に
、
な
ん
か
い
も

つ
い
て
い
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ぼ
く
の
お
と
う
さ

ん
は
、
す
ご
く
お
お
き
な
生
こ
ん
し
ゃ
に
の
っ
て
い
ま

す
。

　

げ
ん
ば
に
生
こ
ん
く
り
い
と
を
は
こ
ぶ
と
き
に
、

い
っ
し
ょ
に
つ
い
て
い
き
ま
し
た
。
五
と
ん
し
ゃ
や

十
一
と
ん
し
ゃ
に
の
っ
て
い
ま
す
。

　

つ
ぎ
の
ひ
、
ぼ
く
は
わ
く
わ
く
し
な
が
ら
、
生
こ
ん

し
ゃ
に
の
り
ま
し
た
。
生
こ
ん
し
ゃ
は
、
く
る
ま
の
ど

あ
に
ぼ
く
の
て
が
ぎ
り
ぎ
り
と
ど
く
ほ
ど
お
お
き
い
で

す
。
や
っ
と
ひ
と
り
で
の
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

た
い
や
は
す
ご
く
ふ
と
く
て
、
お
も
そ
う
で
す
。

十
一
と
ん
し
ゃ
の
な
か
に
は
、
べ
っ
ど
が
あ
り
ま
す
。

ぼ
く
が
ね
ら
れ
る
く
ら
い
ひ
ろ
い
で
す
。

　

お
と
う
さ
ん
は
、
こ
ん
な
に
お
お
き
な
く
る
ま
を
、

じ
ょ
う
ず
に
う
ん
て
ん
し
ま
す
。
せ
ま
い
み
ち
で
り
ょ

う
が
わ
が
か
べ
な
の
に
、ギ
リ
ギ
リ
で
と
お
り
ま
し
た
。

　

ま
が
る
と
き
に
は
、
ば
っ
く
の
わ
ざ
を
つ
か
っ
て
、

ぶ
つ
か
ら
ず
に
ま
が
り
ま
し
た
。
か
っ
こ
い
い
で
す
。

　

お
と
う
さ
ん
は
、
げ
ん
ば
に
つ
く
と
生
こ
ん
し
ゃ
の

し
ゅ
う
と
か
ら
、
こ
ん
く
り
い
と
を
な
が
し
ま
し
た
。 

ほ
か
に
も
、
げ
ん
ば
で
い
ろ
い
ろ
な
さ
ぎ
ょ
う
を
し
ま

し
た
。

　

さ
ぎ
ょ
う
が
お
わ
っ
て
、
く
る
ま
に
お
と
う
さ
ん
が

の
っ
て
く
る
と
、
あ
せ
が
だ
ら
だ
ら
で
て
い
て
、
ふ
く

が
び
し
ょ
び
し
ょ
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ぼ
く
が
ぺ
っ
と
ぼ
と
る
の
お
ち
ゃ
を
あ
げ
る
と
、

「
お
っ
、
は
る
と
、
あ
り
が
と
う
。」

と
、
う
れ
し
そ
う
に
い
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
あ
っ
と

い
う
ま
に
か
ら
っ
ぽ
に
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

お
と
う
さ
ん
は
、
い
つ
も
こ
ん
な
た
い
へ
ん
な
し
ご

と
を
や
っ
て
い
て
、
す
ご
い
な
と
お
も
い
ま
し
た
。

　

お
と
う
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
も
こ
の
し
ご
と
を
が
ん

ば
っ
て
ね
。

　

そ
し
て
、
ま
た
い
っ
し
ょ
に
つ
れ
て
い
っ
て
ね
！

－図書のインターネット予約受付を開始しています－



ご寄附に感謝します　育英資金（敬省略）

おめ

でとう満1歳

亀
山　

蒼
介
ち
ゃ
ん
（
北
）

か
め
や
ま　
　

そ
う
す
け

あっという間に大きくなって。
笑顔のステキな蒼ちゃん♡
これからも私たちを楽しませてね！

平成23年4月12日生まれ

内
田　

陸
人
ち
ゃ
ん
（
上
田
西
）

う
ち 

だ　
　
　

り
く 

と

平成23年5月16日生まれ

笑顔が一番！

淺
田　

味
佐
ち
ゃ
ん
（
円
城
）

あ
さ 

だ　

      

み   

さ

お兄ちゃんと仲良く
元気に大きくなってね♡

平成23年5月17日生まれ

小
林　

泰
知
ち
ゃ
ん
（
下
加
茂
）

こ
ば
や
し　

   

た
い 

ち

平成23年5月31日生まれ

いっぱい食べてたくさん遊んで
大きくなぁーれ♡   父・母より

杉
本　

愛
來
ち
ゃ
ん
（
円
城
）

す
ぎ
も
と　

   

あ
い 

ら

平成23年5月31日生まれ

我が家の癒し系
たくさんの愛が来ますように…
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　スポーツ・文化・芸術活動などで優秀な成績を収められた方（団体）を紹介してい
ます。情報をお寄せください。
　なお、掲載基準がありますので、詳しくは企画課公聴広報班へおたずねください。

岡山県立総社南高等学校３年

　中
なか

西
にし

　紗
さ

菜
な
さん（竹部）

■第23回読書感想画中央コンクール
� （応募点数：69万5,733点）
　〔社団法人全国学校図書館協議会・
� 毎日新聞社主催：2月24日発表〕
　　高等学校の部　優良賞 『共存』
　　　�〔梨木香歩『家守綺譚』（新潮社）より〕

＜コメント＞
　『全国的なコンクールで入賞することができ、とても嬉しく思いま
す。今回は二度目の出品でした。昨年の反省を生かし、自然と人間
の共存をテーマに、伝わりやすい画面構成を目指しました。この「家
守綺譚」という物語は植物や動物が感情を持ち、妖精や河童なども
出てくる不思議で美しい世界が書かれていて、サルスベリが主人公
に懸想をしている場面が物語を通して多く出てきます。その気持ち
を主人公が優しく受け入れている、というイメージで描きました。
私の高校の美術工芸系では日々、絵についての知識を学んでいます。
今回の経験をこれからの制作に生かしていこうと思います』
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光
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し
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＊５月の課題は「靴」、６月の課題は「砂」です。
　投句の方法…�はがきに２句以内・氏名（本名）を書いて下加茂

1106－９　津賀公民館放送川柳係までお送りくだ
さい。

　投句締め切り日…毎月15日必着

◆あらくさ短歌会へのご参加をお待ちしています。
　�毎月第３木曜日に総合福祉センターへ５首までを
持参。合評・互選などをしています。

放送川柳コーナー

津賀公民館 平成24年３月秀句　題「道」
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落
ち
込
む
日
夜
勤
介
護
士
「
元
気
出
せ
」
折
鶴
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金一封（香典返し）　�
　　　石居壽美雄〈下加茂〉　　井上　　緑〈加茂市場〉

金一封（結婚記念）　� 　　　　　　
　　　山本　俊之・由季〈加茂市場〉
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お
便
り
な
ど
、

�

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

イベント情報

『岩倉山ウォーキング』参加者募集!!
　新緑の季節!!待ちに待ったゴールデンウイークに、岡山県のど真ん中に
位置する岩倉山で楽しい1日を過ごしてみませんか？

●日　　時　平成24年5月3日（木・祝日）小雨決行
　　　　　　午前10時30分～　出発
●集合場所 円城ふるさと村（基幹集落センター）
●コ  ー  ス 岩倉公園周辺
●参  加  費 大人 500円
　　　　　　小学生以下 300円

●お申込み方法 参加ご希望の方は、下記へ電話で
　お申込みください。

【お申し込み・お問い合わせ先】

　道の駅かもがわ円城　　　☎0867-34-0300
　協働推進課　商工観光班　☎0866-54-1301

（昼食代込み）

　心温まるおもてなしでお迎えします。皆さまのご参加をお待ちしています。

今
月
の
表
紙

▼
町
内
の
各
消
防
団
が
練
習
を
積
み

重
ね
て
き
た
中
で
開
催
さ
れ
た
操
法

訓
練
大
会
で
は
、
団
員
の
並
々
な
ら

ぬ
気
迫
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　
操
法
訓
練
で
は
正
確
か
つ
素
早
い

動
き
が
要
求
さ
れ
る
た
め
、
カ
メ
ラ

２
台
体
制
で
撮
影
に
臨
み
ま
し
た

が
、
あ
ら
た
め
て
撮
影
を
行
う
こ
と

の
難
し
さ
を
体
感
し
た
１
日
で
し�

た
。�

石
井

【
編
集
後
記
】

▼
ま
ち
の
話
題
で
、
振
り
込
め
詐
欺

に
関
す
る
記
事
を
掲
載
し
ま
し
た
。

ニ
ュ
ー
ス
な
ど
で
よ
く
耳
に
し
て
い
ま

し
た
が
、
身
近
な
所
で
起
き
た
こ
と
に

驚
き
ま
し
た
。
今
年
の
県
下
で
の
被
害

状
況
は
、
２
月
末
時
点
で
19
件
と
な
っ

て
お
り
、す
で
に
昨
年
１
年
間（
27
件
）

の
半
数
を
上
ま
わ
る
ペ
ー
ス
で
発
生
し

て
い
る
そ
う
で
す
。
少
し
で
も
不
審
に

思
っ
た
ら
警
察
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

▼
今
年
、
広
報
紙
の
担
当
者
と
し
て
３

年
目
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ま
だ
ま
だ
、
未
熟
な
広
報
紙
で
は
あ
り

ま
す
が
、
イ
ラ
ス
ト
や
写
真
を
使
っ

て
、
見
や
す
い
レ
イ
ア
ウ
ト
を
考
え
な

が
ら
、
よ
り
一
層
親
し
ん
で
い
た
だ
け

る
広
報
紙
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
年
度
も
イ
ベ
ン
ト
な
ど
取
材
で
お

邪
魔
す
る
際
は
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。�

難
波

■
広
報
き
び
ち
ゅ
う

お
う
で
は
、
広
報
紙

に
対
す
る
ご
意
見
、

ご
感
想
、
身
近
な
話

題
、
イ
ラ
ス
ト
な
ど

を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

　
ご
意
見
、情
報
な
ど
応
募
様
式
は
問
い
ま
せ
ん
の
で
、

左
記
の
事
項
に
ご
留
意
い
た
だ
き
、
企
画
課
公
聴
広
報

班
宛
て
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

◎
寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
な
ど
は
広
報
紙
に
掲
載
さ
せ
て

い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
一
部
編
集
さ
せ

て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

◎
送
付
し
て
い
た
だ
い
た
お
便
り
な
ど
に
は
、
必
ず
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
を
お
書
き
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
匿
名
や
ペ
ン
ネ
ー
ム
を
希
望
さ
れ
る
場

合
は
、
そ
の
旨
を
ご
明
記
く
だ
さ
い
。

■
広
報
き
び
ち
ゅ
う
お
う
で
は
、
町
内
で
ス
ポ
ー
ツ
や

文
化
活
動
、
地
域
づ
く
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
る
団
体
・
グ
ル
ー
プ
を
応
援
す
る
た
め
、

活
動
内
容
や
募
集
の
情
報
を
紹
介
し
ま
す
。

　
掲
載
を
ご
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
企
画
課
公
聴
広
報

班
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
た
だ
し
、
政
治
活
動
や
宗
教
活
動
、
営
利
活
動
を
す

る
団
体
・
グ
ル
ー
プ
は
紹
介
で
き
ま
せ
ん
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
送
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０
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３
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０
８
６
６

－

５
４

－

１
３
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ともに
挑戦 と

もに感動 とも
に笑顔 自然と夢のあるビッグハートタウン

22 世紀の理
ふ る さ と
想郷 吉備中央町

人口のうごき 町の面積
平成24年4月1日現在（　　）は前月との増減

人　口　12,773人（△83）　　男　6,143人（△37）
世　帯　 5,353戸（△35）　　女　6,630人（△46）   

268.73㎢

●火　災　情　報　☎ 086-226-0119（現在の火災情報）
●岡山市内救急病院案内　☎ 086-231-0119（岡山市消防局の職員から管内の休日・夜間の救急病院案内・診察情報）

【編集発行】
吉備中央町企画課　〒 716-1192　岡山県加賀郡吉備中央町豊野 1-2　　☎ 0866-54-1314　  0866-54-1307
　　　　　　　　　ホームページ　http://www.town.kibichuo.lg.jp/　　 E-mail kikaku@town.kibichuo.lg.jp

この広報紙は自然保護のため再生紙を使用しています。

★長田栄養委員からのおすすめ野菜料理★

エネルギー：101kcal　たんぱく質：6.3ｇ　カルシウム：366mg　食塩：0.5ｇ 栄養改善協議会　長田支部

今月の旬の野菜：チンゲン菜
チンゲン菜ときのこのオイスターソース炒め（２人分）料理名

  材　料   作り方
チンゲン菜…………
きのこ
　（しいたけ、しめじ、まいたけなど）
　　…………………………
豚肉…………………………
にんじん……………………
にんにく…………………
サラダ油………………
Ａ　オイスターソース
　　　…………………
　　酒…………………
　　鶏ガラスープ………
　　水………………………
　　片栗粉………………

１株（125ｇ）

75ｇ
50ｇ
20ｇ

１/２かけ
大さじ１/２

大さじ１/２
大さじ１/２
小さじ１
40㏄

小さじ１

栄養委員さんからのワンポイントアドバイス

ポイント：

◇チンゲン菜の栄養◇
ビタミンＣが豊富に含まれています。
また、葉酸も多く含まれているので妊婦さんにもおすすめです。
大豆、豚肉などのたんぱく質と一緒にとるとバランスがとれ、生活習慣病予防にも効果的です。

愛育の愛を
表しています。

愛育委員会　活動報告　（愛育委員会　豊岡支部）

地産地消で食育
（毎月19日は食育の日）

　豊岡支部では昨年11月に、豊岡支部の栄養委員の
方々と一緒に豊岡地域内にお住まいの高齢者の方に、
お弁当を作りお届けさせていただきました。対象は、
75歳以上の一人暮らしの方で21名でした。
　当日は、朝９時より栄養委員を中心に心を込めてお
弁当作りを始めました。出来上がったお弁当は、担当

地区の愛育委員がそれぞれ対象者へ届けまし
た。受け取っていただいた皆さんからは「ま
だ、温かいがぁ、早速よばれます。ありがと
う」などと大変喜んでいただきました。豊岡支部の愛育委員は７名で、町内では
最も人数の少ない支部ですが、これからも一生懸命活動していきたいと思ってい
ます。

①チンゲン菜は、葉と軸に切り分け、軸は６つくらいに切って
おく。葉と軸は別にしておく。
②にんじんは、3㎝長さの短冊切りにする。
③しいたけは、厚めのそぎ切り、しめじ、まいたけはほぐして
おく。にんにくは、薄切りにする。
④豚肉は、食べやすい大きさに切る。
⑤Ａの調味料を合わせておく。
⑥フライパンを中火にかけ、油を敷き、にんにくを炒める。香
りが出たらチンゲン菜の軸の方を炒める。
⑦チンゲン菜がしんなりしてきたら、にんじん、きのこを入れ
て炒める。
⑧葉の部分も入れてさらに炒める。火が通ったら合わせてお
いた調味料を加えて混ぜ、全体にからめたら出来上がり。

＊チンゲン菜はアクが少ないため、茹でなくても簡単に調理が
　出来ます。きのこは、どんなきのこを混ぜても美味しく出来
　上がります。試してみてください。
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火災・救急
テレホンガイド


